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１．はじめに

01 この場面では、変化球を投げ｛にくい／づらい｝ですね。（作例）

形容詞型接尾語1「～にくい」「～づらい」は、動詞の連用形（ます形）に接続し、複合語の後項要

素として働き、その動作の困難さ等を表すようになったものである。ちなみに日本語能力試験の出題

基準2では、関連する「～がたい」や反意語「～やすい」とともに２級の語彙リストに入っている。

歴史的には「～にくい」が先3で、規範意識4としても「～にくい」にあると思われるが、実際には

「～づらい」も多く見えている。また近世～近代語の調査5では、「～づらい」の使用が「会話文」→

「地の文」に波及し、上方語から来ているということが指摘されている。その他、意志動詞・無意志

動詞などの観点からの分析があるが、まだ調査・分析の余地があるのが現状である。

発表者はかつて、「～にくい」「～づらい」について「スポーツ紙の webisite」から用例を調査・分

析・考察し、神作晋一（2006）にまとめたことがある。

その際、スポーツ紙ということから、必然的にプロ野球関連の記事からの例が多くなり、また「～

づらい」の例が意外に多かったということもあった。スポーツ紙の記事は記者自身の意識による語の

選択もあるが、取材やインタビューを通じた関係者の発言などの反映などもあろう。つまり、プロ野

球関係者の使っている言葉（特に話し言葉）の影響もあると考えられるということである。

そこで、本発表では、用例01のような接尾語「～にくい」「～づらい」について、プロ野球実況中

継の例を取り上げ、①プロ野球中継の例に特徴があるか②先行研究等で述べられていることと相違が

あるかなどの観点を入れ、調査・分析・考察することを目的とする。

なお、「～にくい」「～づらい」はそれぞれ「にくい」「にくく」「にくさ」、「づらい」「づらく」「づ

らさ」等のバリエーションがあるが、特に注記する以外は、すべてのバリエーションを包含して「～

にくい」「～づらい」とする。

２．先行研究

2.1.「～づらい」への違和感・抵抗感

「～にくい」「～づらい」の２つの語について、たとえば山田俊雄（1999）6では、本来この種の言

い方は、「読みにくい」「見にくい」などのはずであり、「読みづらい」「見づらい」などの言い方にか

なりの違和感を覚えていると述べている。これとおなじような意見としては、国広哲弥（2010）7に

「ふつうは「しにくい」を使っていて、特に必要を感じたときに「しづらい」を使うという世間とは

真反対な習慣を持っているので困るわけである。」という記述があり、山田氏、国広氏とも言語の変化

というのは認めながらも、「～づらい」への違和感・抵抗感が見える。

2.2.「～にくい」「～づらい」と「～がたい」の使い分け

前項の山田氏や国広氏の論考では、「～にくい」が受け持つ領域に、後発の「～づらい」が侵食し
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てきているとなっている。しかし、その進出・侵食はまったくの恣意的なものなのだろうか。

森田良行（1996）8では、「～にくい」「～づらい」を中心とした語彙群についての分析を論じてい

る。「～にくい」は、意志動詞にも無意志動詞にも付き、困難な動作の原因は対象にあるが、「～づら

い」は意志動詞に付き、困難な動作の原因は主体にあるかで違いがあるとしている。この「困難さの

原因」については、飛田良文・浅田秀子（1991）9でも同じ様に説明している。

三上望（2004）では、「～にくい」は「経験者以外のことが原因で引き起こされる受動的苦痛・困

難を表す」とし、「～づらい」を「経験者自身のことが原因で引き起こされる能動的苦痛・困難をあら

わす」としている。そして「～づらい」が、一部の非対格動詞とは結合できないことを指摘し、自動

詞の主語名詞句が自発的に出現・作用する特質（内在的コントロール）をもつ場合に、「～づらい」と

共起できることを示し、その理由を自発、否定、可能の連続性と「～づらい」の語源の意味から説明

している。

黄其正（2004）は、現代日本語の接尾辞について、理論から各論まで詳細にまとめられているが、

形容詞型接尾辞でおなじ語彙概念構造10を持つものとして「～にくい」「～づらい」「～がたい」を取

り上げている。そして「困難さ」を「状況レベルの困難さ」（事物の性質・属性）と「認知レベルの困

難さ」（言語主体の視点・認知）に分け、前者は「～にくい」でしか表現できないが、後者は三者が入

れ替え可能であり、後者の困難さの原因は、接辞のつく動詞の動作主自身にあるというのが適当であ

ると述べている。

以上、これまで述べた先行研究の事柄をまとめてみると、表１のようになる。

ただし、やはり全体としては「～にくい」の持つ範囲は広く、あらゆる状況において用例が認めら

れる一方で、「～づらい」が、「意志動詞」・「主体に原因を持つ」という性質を主として持つために、

相対的に「客観性」が浮き彫りになるという点を押えておきたい。そして、どちらでも使える（置き

換え可能）な場合、「～にくい」「～づらい」が選ばれやすい理由があるのだろうかという問題もある。

以上を踏まえた上で、実際の用例について分析してゆくこととする。

３．調査対象・手順

3.1.調査対象と考え方

野球というスポーツは、ピッ

チャーがボールを１球投げるた

びに合間が入るものである。バ

表１ 「～にくい」「～づらい」「～がたい」の使い分け

語彙的側面 文脈的側面

認知レベルの困難さ形容詞の連用形に

接続
意志動詞

無意志動詞・自

然現象

状況レベルの困難

さ／事物の性質・無

意志性 困難さの原因 実現の困難さ

「～にくい」 ○ ○ ○ 対象・経験者の外側 ×

「～づらい」 ○ × ×
主体・経験者（動詞

の動作主）
×

「～がたい」 ○ × × 対象・経験者の外側 ○

表２ 2004年プロ野球日本シリーズ
中日ドラゴンズvs西武ライオンズ
第１戦 20041016 中日ドラゴンズvs西武ライオンズ ナゴヤドーム（ＴＢＳ）
第２戦 20041017 中日ドラゴンズvs西武ライオンズ ナゴヤドーム（フジテレビ）
第３戦 20041019 西武ライオンズvs中日ドラゴンズ 西武ドーム（テレビ朝日）
第４戦 20041021 西武ライオンズvs中日ドラゴンズ 西武ドーム（テレビ朝日）
第５戦 20041022 西武ライオンズvs中日ドラゴンズ 西武ドーム（ＴＢＳ）
第６戦 20041024 中日ドラゴンズvs西武ライオンズ ナゴヤドーム（フジテレビ）
第７戦 20041025 中日ドラゴンズvs西武ライオンズ ナゴヤドーム（ＴＢＳ）
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ッターがフェアグラウンドに打てばプレーが動くが、それ以外はまた次の投球までに時間ができる。

その間、両軍ベンチやバッテリー間でサインの交換などがある。つまり、選手がボールをめぐって動

いている時間よりも、動いていない時間のほうが多いということである。

そして、プロ野球中継の場合、目の前のプレーを実況していくというだけでなく、選手や首脳陣な

どの心理とともに、ある一つのプレーや一連の動作などを分析的に述べたり、配球や試合の采配など

を予想したりしながら進めていくということになる。

以上を踏まえ、今回の調査では表２の資料（2004 年日本シリーズ）を対象とした。これらを選んだ

のは、同一の話題を扱っていること、日本シリーズのような大きな試合ではサイン交換も多くなり必

然的に試合時間も長くなることから、より多くの例を拾いやすいという理由があるからである。

それぞれのテレビ中継をＤＶＤレコーダーで録画したものを、中継開始から終了まで（ＣＭ11は除

く）を対象として用例を拾った。決して多いとはいえないが、まずは、この７試合をもって考察の対

象としたい。

3.2.手順

①3.1.の資料から、次の語を検索・抽出する。

「～にくい」「～づらい」「～がたい」「～やすい」の各語とその前後の文脈。

②前後の語について分類する。

➊ 上接語

活用の種類別・動詞の対象（主語や目的語）

➋ 下接語下接語「～にくい」「～づらい」「～がたい」「～やすい」 表７

１．形容詞連用形とバリエーション 例：～にくくになる、～づらくする

２．そのまま終止するものとそのバリエーション 例：～にくい。～にくい。」

３．引用になるものとそのバリエーション 例：～にくいと思う、～づらいという

４．後ろに名詞が付く（名詞を修飾） 例：～にくい状態 ～づらいこと

５．「です」、「んです」とそのバリエーション 例：～にくいですね ～づらいんですよ

６．接続助詞「し」など 例：～にくいし～、～づらいし

７．その他助詞・助動詞が接続するもの 例：～にくいなあ、～づらいね

４．調査結果・分析・考察

4.1.概況

ここでは、これまで述べてきた手順によって得られ

たプロ野球中継の例を紹介したい。表３は今回調査し

た７試合分の各語の出現状況である。試合ごとに用例

の出方が異なるのは、試合展開や中継関係者の話しの

仕方などが反映されているということであろう。

該当語の出現状況については、「～にくい」と「～づらい」の出現

数はほぼ同じか、むしろ「～づらい」の方が上回っている。そして

「～がたい」の例は１例のみであった。

また、表４は形式（活用）のバリエーションである。やはり「～

にくい…」「～づらい…」の形が一番多いが、いわゆる形容詞の連

用形「～く…」の形もいくつか見られた。「～さ」の例はなかった。

表３ 試合ごとの出現数
中継局 にくい づらい がたい やすい

第１戦 ＴＢＳ 0 2 0 1
第２戦 フジ 7 3 0 2
第３戦 テレ朝 5 7 1 15
第４戦 テレ朝 1 4 0 4
第５戦 ＴＢＳ 5 4 0 3
第６戦 フジ 1 2 0 3
第７戦 ＴＢＳ 1 1 0 0

20 23 1 28

表４ 形式のバリエーション
～く、
かった

～い ～さ

にくい 2 18 0

づらい 6 17 0

がたい 1 0 0

やすい 5 23 0
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4.2.上接語

表５は「～にくい」「～づらい」のほか、

「～がたい」「～やすい」も含め、上接語の

動詞別によって分類したものである。今回

の主となる調査対象は「～にくい」「～づら

い」であるが、「～やすい」にしか出てこな

かった動詞の用例も枠を作って示してある。

また、紙面の関係その他で、すべてを載

せることはできなかったが、主要なものに

ついて上接語の動詞の主語や目的語を示し

ておいた。

これを見ると、野球の基本動作である「投

げる」「打つ」の例が多くかった。

また、「投げる」「打つ」の他「行く」「見

る」も「～にくい」「～づらい」両方に用例

が存在している。逆に上記の４例以外はど

ちらかにしか出ていないなど、散らばって

いる。

では、両方に出てくる例というのは何か

違いがあるだろうか。

そこで改めて、表６で上接語の動詞別に

共通部分と相違部分を示してみた。

たとえば、「投げ｛にくい／づらい｝」の例は以下のようになっている。
02 2-7B-4・2-7B-5「投げにくい、投げにくい星野。星野も６年目。」（森脇）

03 3-4B-3「チェンジアップ投げにくい状態のまんまストレート勝負行きましたよね。」（西村）

04 5-8A-1「ただ、このケースはもう、ピッチャーの方が投げにくいですからね。先日のこともありますから。（衣笠）

05 6-8B-1「ストレートをヒット２本打たれて、チェンジアップをあわやホームランかというような当たりをされてますからね。

非常に松坂としては投げにくいと思いますよ。はい。」（平松）

06 3-7B-1「これで明日、あさってと、岡本ちょっと投げづらくなりましたからね。」（仰木）

07 4-5A-1「そうしたらこれ、変化球は投げづらいんですか。」（中山）

08 5-8B-1「さすがに、牛島さん、ここは変化球は投げづらいですかね。」（松下）

09 5-8B-2「ただ、遅れてファールしてますから。変化球投げづらいですよね。」（牛島）

10 6-2A-1「ピッチャーにはよく投げづらいというが、ちょっと松坂に対しては、「バッター松坂」を警戒か。（斎藤誠征）

11 6-6B-2「この声援ってのはものすごく投げづらいんですよ。」（平松）

表６ 「～にくい」と「～づらい」 共通部分と相違

「～にくい」 「～づらい」

こちらにしかないもの 共通するもの 共通するもの こちらにしかないもの

かんがえる（１）／でる（１）

／動く（１）／ねらう（１）／

やる（１）／てもらう（１）

見る（２）／行く（１）／打つ

（４）／投げる（５）

見る（１）／行く（１）／打つ

（２）／投げる（６）

かける（１）／とらえる（１）

／聞く（１）／切る（２）／絞

る（２）／出す（２）／使う

（３）／

※なお、太字で下線は互いとくらべて多いものを表している。

表５ 上接語の動詞別一覧表
活用 上接語 主な対象（主

語や目的語） にくい づらい がたい やすい

サ変 する 2 1 1 5
一段 いためる 内殿筋 1

おさえる 打者 1
かける エンドラン 1
かんがえる 完投すること 1
せめる 攻撃 1
でる ホームラン 1 2
とらえる ボール 1
なげる ボール・投球 5 6 4
みる 欠点・ボール 2 1

四段 いく 速いボール 1 1
うごかす 采配 1
うごく 腕 1 1
うつ ボール 4 2
おう 点差 1
きく 場内の音 1
きる スタート 2
しぼる 狙い球 1
だす 力・フォアボール 2 2
つかう 中継ぎピッチャー 3 2
つながる 得点 1
ねらう ボール 1
むすびつく 得点 1
やる 投球(プレー) 1 3
よむ 配球 1
わかる 球種 1
てもらう 心情 1
られる 1

総計 20 23 1 28

その他
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「変化球」のような具体的な場合（03,07,08,09）と、投球することそのものの場合（02,04,05,06,10,11）

がある。

また、05と 11のような同じ話者（平松）でしかも「～にくい」「～づらい」が出ることもある。と

もにピッチャーは西武の松坂という場面だが、05の場合は相手が松坂の球種に対応しているというこ

と、11はナゴヤドームの（中日への）声援が大きくて、ピッチャーにとってはプレッシャーがかかる

というような場面である。困難の要因はどちらも外であるが、よりピッチャーの心理に関わるという

点で 11は「～づらい」としたのであろうか。

4.3.下接語

表７は「～にくい」「～づらい」「～がたい」「～

やすい」の下接語について、性質別に分類したも

のである。（なお１～７の数字は表作成時に並べ替

えをするための便宜上のものである。）

まず、形容詞連用形「～く」の例は「～づらく

なる」の例が多かった。これは第３戦に連続して

出ている。
12 3-8A-1 栗山：西武とするとね、やっぱりあのう、（中

日の）岡本で逆につかいづらくなったように、このね、小

野寺だけは、ピシャッと行ってほしいというね、ものすご

く願っていると思いますよ。

そして、「～い」の方では、大体同じような傾向

を示している。13,14のように名詞を修飾する例や、
13 4-4B-2「一歩目のスタートが非常に切りづらい状態

になってますね。（大塚）」

14 3-4B-3「チェンジアップ投げにくい状態のまんまスト

レート勝負行きましたよね。（西村）」

あるいは、15,16のように「～です」「～のです」のつく例もある。
15 5-8A-1「ただ、このケースはもう、ピッチャーの方が投げにくいですからね。」（衣笠）

16 4-5A-1「そうしたらこれ、変化球は投げづらいんですか。」（中山）

しかし、その中で違いを見ようとすれば、まず「～づらい」の方に引用の形式「～という」がある。
17 1-8A-1 小松：（略）このカブレラってね。あんまり穴がね、ないですよね。／久野：落合監督もね、なかなか欠点が見

づらいっていうね、そんな発言もありました。

その他にも、18,19 のような例がある。
18 1-5A-1、角上「石嶺バッティングコーチはね、今日の石井、（中略）ほんと、しぼりづらいという話をしていましたね。」

19 6-2A-1、斎藤：「ピッチャーにはよく投げづらいというが、ちょっと松坂に対しては、「バッター松坂」を警戒か。」

これは、話者自身の意識というよりは、取材等での発言をそのまま引用したということではないだ

ろうか。「～と思う」が続く以下の用例とは違っている。
20 2-4A-1「見にくいと思いますよ。（谷沢）／3-3A-1「打ちにくいと思うんですよね。」（西村）／6-8B-1「非常に松坂とし

ては投げにくいと思いますよ。」（平松）／2-2A-1「一番打ちづらいと思いますね。」（斎藤雅樹）

その他では、終助詞がそのまま付く例（21,22）が「～にくい」の方だけに出現していた。
21 2-5A-1「ああ、右打ち、しにくいね。」（谷沢）／2-8A-1「その、予想はしにくいね」（谷沢）

22 3-2B-1「ちょっと行きにくいなあって状態になってますね。」（西村）

下接する表現については、用例数のこともあるので、あまり大きな違いはないように見えるが、し

いていえば、「～にくい」の方が下接語にバリエーションが多い傾向があるといえるかもしれない。

表７ 下接語別の一覧
下接語 説明 にくい づらい がたい やすい
１かった 1
１くする 1
１くなる 1 5 1
１そうに 1 1
１て 2
１中止 1

２終止 そのまま終
止 1 2

３という 3 2
３と思う 3 1
４こと 1
４ような 1
４形式名詞 1
４名詞修飾 3 3 5
４ので 1
４準体の 2
５でしょう 2
５です 2 5 5
５んです 2 4 4
６接助し 接続助詞し 1 1
７なあ 1
７ね 2
総計 20 23 1 28

終助詞

後ろに名詞
がつく、名詞
を修飾する

～にくく
～づらく
～やすく

引用になる
場合

～です、ん
ですなど
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4.4. 個人差・地域差

ここまでは語彙そのものについて述べてきたが、

話者の個人差という点では特徴があるだろうか。

表８はそれぞれの語について話者別にまとめたも

のである。それぞれ、職種（アナウンサー、解説、

ゲスト）と出身地を記してある。18 歳以降の居住

地や所属（進学や就職、プロ入り）などのことも

考慮すべきではあるが、ひとまず出身地を最初の

考慮とした。また、出身地については並べ替えの

便宜のために１～４の数字をつけて並べ替えてみ

た。

これを見ると、少数例（３例以上）ながら
「～にくい」専用 西村龍次、衣笠祥雄、谷沢健一など

「～づらい」専用 仰木彬、東尾修、中山貴雄など

という傾向がある。

両方に出ている話者というと牛島和彦があがる

が、以下のような例である。
23 5-2A-1「この西口のような、えーピッチャーというのは打ちにくいでしょうね。」

24 5-9A-1「ストレートの力があって、上から投げ下ろしてくる、そのフォークボールに角度がつけばね、やっぱりバッタ

ー打ちにくいでしょうね。」

25 7-7B-1「やっぱりこれだけ抑えているピッチャーって、相手がこう、打ちにくそうにしてるわけですからね。」

26 5-1A-1「１エンド２で、速い球行きづらいケースでね、チェンジアップ行ったんですけど、そこを狙ってきましてね、中

日の方が。」

27 5-8B-2「ただ、遅れてファールしてますから。変化球投げづらいですよね。」

これを見ると、ピッチャーに対する客観的な評価（23、24）は「～にくい」で、ピッチャーの立場、

心理を表しているとき（26、27）は「～づらい」といえるだろうか。

地域差については、たとえば仮に、東日本は「～にくい」、西日本（特に関西）は「～づらい」だ

とすると、やはり例外もある。

例えば、中山貴雄（テレビ朝日）は東京出身で大学も就職も東京であるが、プロ野球中継担当で、

東尾修などから影響され「～づらい」が出るようになったということも考えられる。ちなみに、東尾

の例は次の１例以外はすべて「～づらい」である。
28 3-3A-3「東尾：あまり、まじめにやりすぎっと腕が動きにくいですよね。／中山：ああ、そういうもんなんですね。」

4.5.その他

ここまで、上接語・下接語・話者別の傾向などを見てきたが、用例を検討する上で興味深い例がい

くつかあったので示しておきたい。

4.5.1.やり取りの中で

用例 29,30 では松下（アナ）の「～づ

らいですかね」という問いかけに対して、

解説者の牛島が「～づらいですよね」と

同じ言い方で返している。相手の言い方

に引きずられるということもあるのでは

ないだろうか。

表８ 話者別の一覧
話者 職種 出身 にくい づらい がたい やすい

斎藤雅樹 解説 1埼玉 1
小宮山悟 ゲスト 1千葉 1
谷沢健一 解説 1千葉 3 2
栗山英樹 解説 1東京 1 1 1 2
大矢明彦 解説 1東京 1
田淵幸一 解説 1東京 1
松下賢次 アナ 1東京 2
中山貴雄 アナ 1東京 5 2
斎藤誠征 アナ 1栃木 1
彦野利勝 解説 2愛知 1
久野誠 アナ 2三重 1
宮本慎也 ゲスト 3大阪 1 1 1
牛島和彦 解説 3大阪 3 2 2
衣笠祥雄 解説 3京都 3 1
東尾修 解説 3和歌山 1 2 10
金村義明 解説 3兵庫 1
大塚光二 解説 3兵庫 1
角上清司 アナ 3兵庫 1
平松政次 解説 4岡山 1 1 2
森脇淳 アナ 4岡山 3
西村龍次 解説 4広島 3
仰木彬 ゲスト 4福岡 2 4
総計 20 23 1 28
「１東京近郊」「２中部地区」「３近畿」「４近畿以西の西日本」

29,30 5-8B-1・5-8B-2
松下：さすがに、牛島さん、ここは変化球は投げづらいですかね。
牛島：うん、まあそうですね。でもね、あのう、ボールスリーから始まっ

たやつですからね。考え方によったら、よしこれでまっすぐまっす
ぐで行けばっていう思いはあるんですけど、ただ、遅れてファー
ルしてますから。変化球投げづらいですよね。
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4.5.2.「～やすい」との関係

用例30,31では話者の「しにくい」

⇔「しやすい」の関係を感じさせる

例である。ちなみに話者の谷沢健一

はこれを含め３例とも「～にくい」

だけである。
32 2-4A-1「見にくいと思いますよ。」

33 2-5A-1「ああ、右打ち、しにくいね。」

34 2-8A-1「予想はしにくいね」

4.5.3.否定との関係

今回は「～にくい」「～づらい」「～

がたい」（「～やすい」）を取り上げて

きたが、実際には３つの選択という

だけではなくて、否定表現を含めた

選択ということも考慮に入れる必要

があろうかと思う。35の「出さない」

と「出しづらい」、36の「聞こえる」

⇒「聞きづらい（聞こえにくい？）」

⇒「聞こえない」との関係も興味深

いところである。

５．まとめ

以上、本発表では、接尾語「～にくい」「～づらい」の動向について、プロ野球中継の例をもとに

分析・考察してきた。その結果と見通しをまとめると次のようになる。

１．「～にくい」と「～づらい」は、大体同じような数で現れているが、むしろ「～づらい」の方

が多いと感じさせる。

２．動作主体の外に困難な要因がある場合は「～にくい」、動作主体の心理等に要因がある場合は

「～づらい」が使われる傾向がある。これは先行研究と同じ。

３．下接語においては、若干ながら「～にくい」の方がバリエーションが多い。

４．個人差や地域差は若干ながらある。他の話者との影響関係も考えられる。

紙幅の関係でふれられなかったものもあった。

用例に関しては、今回取り上げた７試合分の例でもそれなりに集まった。それでも、これも一つの

傾向であって、さらに精度を上げるにはまた調査を増やす必要がある。

また、今回は「～やすい」との比較も入れたが、「困難」をあらわす「～にくい」「～づらい」「～

がたい」だけでなく、4.5.3.でも少し取り上げた「否定」との関係も興味深いところである。

その他不十分だったものも含め今後の課題にしたい。

35 3-3A-6
東尾：それと、ほんとのこう、ランナーいないときのセットポジション投げる

んですけど、ランナーいるときに若干、誰でも力みますよね。でも
やはりボールが散らばるけど、まあ、フォアボールを出さないとい
うか、出しづらくなって来ましたよね。

36 2-5A-3
森脇：金村さん、またスタジアムのムードが変わっちゃいましたね。
金村：そうですね。西武の攻撃のときは静かに聞こえるんですよ。また中

日の攻撃のときは本当に聞きづらいんですよ。それぐらいね、もの
すごい熱気なんですよ。

森脇：はい。

30,31 2-5A-1・2-5A-2
谷沢：走者１塁で、４割９厘か。それだけやっぱり１，２塁間狙って打つの

がうまいってことだね。
森脇：そういうことですね。今も、気持ち多く一二塁間が開いています。つ

ながれますといやな感じになる山本昌弘。
（西武・伊東監督の打つジェスチャーを見て）
谷沢：ああ、右打ち、しにくいね。あの、ひざ元の、ボール球って言うか

な、そのへんに投げようと。
森脇：意識はありますよね。
谷沢：ありますね。はい。
森脇：ご覧いただいておりますように、右方向の、センターから右が非常

に多くなっています。
谷沢：ちょっと間違うとね、右打ちしやすい方に変わるからね。
斎藤：そうですね。
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資料 用例集
（できるだけ前後の文脈を再現していますが、談話が重なる
部分につきましては、正確には再現していないのでご了解
願います。）

第１戦（ＴＢＳ）
アナウンサー：塩見啓一、久野誠（８回から）
解説：田淵幸一、小松辰雄
ゲスト：矢野輝広（阪神タイガース）
ドラゴンズサイドレポーター：角上清司（ＣＢＣ）
ライオンズサイドレポーター：戸崎貴広（ＴＢＳ）

第２戦（フジテレビ）
アナウンサー：森脇淳、内田恭子（プレイヤーズゲスト
席）
解説：谷沢健一、斎藤雅樹、金村義明（ベンチ解説）、
ゲスト：小宮山悟（千葉ロッテマリーンズ）
ゲスト：宮本慎也（ヤクルトスワローズ）

第３戦（テレビ朝日）
アナウンサー：中山貴雄
解説：東尾修、栗山英樹、西村龍次（球種解説）、村田真
一（配球解説）、大塚光二（グラウンド解説）
ゲスト：仰木彬（オリックスバファローズ新監督）
古舘伊知郎（報道ステーションメインキャスター）

第４戦（テレビ朝日）
アナウンサー：中山貴雄
解説：東尾修、栗山英樹、西村龍次（球種解説）、村田真
一（配球解説）、大塚光二（グラウンド解説）
ゲスト：仰木彬（オリックスバファローズ新監督）
ゲスト：宮本慎也（ヤクルトスワローズ）

第５戦（ＴＢＳ）
アナウンサー：松下賢次
解説：衣笠祥雄、牛島和彦
ゲスト：矢野輝広（阪神タイガース）
ドラゴンズサイドレポーター：高田寛之（ＣＢＣ）
ライオンズサイドレポーター：林正浩（ＴＢＳ）

第６戦（フジテレビ）
アナウンサー：斎藤誠征、中村仁美（試合前のみ）
解説：平松政次、大矢明彦、大久保博元（ネット裏解説）、
ゲスト：金本知憲（阪神タイガース）
ゲスト：岩隈久志（大阪近鉄バファローズ）

第７戦（ＴＢＳ）
アナウンサー：水分貴雄
解説：牛島和彦、彦野利勝
ドラゴンズサイドレポーター：角上清司（ＣＢＣ）
ライオンズサイドレポーター：初田啓介（ＴＢＳ）

第戦目―何回、表はＡ･裏はＢ― チャプター 分数 回

にくい

2-4A-1 23 1:39:39～1:39:55 ４Ａ
谷沢：ただ、これだけね、高く、こう、大上段に構えてますから、

インサイドの低目ってのは死角なんですよね。
森脇：お、はい。
谷沢：あまり、こう、バッターとしては、中島としては、見にくい

と思いますよ。今のコースはね。

2-5A-1・2-5A-2 28 2:02:00～2:02:44 ５Ａ
谷沢：走者１塁で、４割９厘か。それだけやっぱり１，２塁間狙

って打つのがうまいってことだね。
森脇：そういうことですね。今も、気持ち多く一二塁間が開い

ています。つながれますといやな感じになる山本昌
弘。

（西武・伊東監督の打つジェスチャーを見て）
谷沢：ああ、右打ち、しにくいね。あの、ひざ元の、ボール球っ

て言うかな、そのへんに投げようと。
森脇：意識はありますよね。
谷沢：ありますね。はい。
森脇：ご覧いただいておりますように、右方向の、センターか

ら右が非常に多くなっています。
谷沢：ちょっと間違うとね、右打ちしやすい方に変わるから

ね。
斎藤：そうですね。

2-7B-1 41 3:00:40～3:01:08 ７Ｂ
内田：そういった意味でも、小宮山投手。
小宮山：はい。
内田：ここで、もう一度中日に踏ん張りを見せてもらいたいと

ころですね。
小宮山：まあ、そう、ただ、松坂くんが、まあ、完投するという

のは考えにくいので…、まあこのイニングもしくは次の
イニング、どちらとしても、まあ、そこまでだと思うんで
すけど、最後の踏ん張りって感覚で来ますから。

内田：はい。
小宮山：より厳しくなると思いますね。中日としたら。
内田：そうですね。放送席はどうでしょうか。

2-7B-3 45 3:19:52～3:20:18 ７Ｂ
森脇：マウンドには星野が登って、内野は前進守備。場内ア

ナウンスで「ウェーブをやめてください」と告知されて
いますが、ほとんどそんな声も聞こえないほど大変な
盛り上がりになってきました。このなかで投げる、斎藤
さん、ピッチャーはなんとやりにくいことか。

斎藤：そうですね。
森脇：ええ。代打高橋光信、バッターボックス。

2-7B-4 2-7B-5 46 3:24:20～3:24:30 ７Ｂ
森脇：投げにくい、投げにくい星野。星野も６年目。

2-8A-1 48 3:33:30～3:33:45 ８Ａ
森脇：壮絶な展開。それだけに、谷沢さん。このまま終わる可

能性も、どうなんだろうと。つい思ってしまうんですが。
谷沢：んー、しかしまだまだね。その、予想はしにくいね
森脇：そうですね。
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谷沢：ね、展開になりそうですけどもね。ええ。

3-2B-1 11 0:46:59～0:47:18 ２Ｂ
中山：西村さん。ピッチャーサイドから見ますと、ドミンゴ、今、

村田（和田）に対する攻め、
西村：はい。
中山：どう見ました？
西村：あのう、えーナゴヤドームですごいホームラン打たれま

したんで、あの、インコースの早いボール系ってのが
ちょっと行きにくいなあって状態になってますね。

中山：はい。

3-3A-1 12 0:53:40～0:53:56 ３Ａ
中山：西村さん、パームボールというのは、
西村：はい。
中山：何が特徴というんでしょうか。何が武器になってくるん

でしょうか。
西村：あのう、タイミングが、まっすぐのような腕の振りで、
中山：ええ。
西村：あのう、ボールが遅いと。で、打ちにくいと思うんですよ

ね。
中山：ええ。

3-3A-3 13 0:57:14～
東尾：どっかでこう、雑っていうか、そういった部分がないと、
中山：余裕と遊び心が必要ですか。
東尾：あまり、まじめにやりすぎっと腕が動きにくいですよね。
中山：ああ、そういうもんなんですね。

3-4A-1 17 1:13:38～1:13:50 ４Ａ
栗山：ですから東尾さんが言われたとおりで、右バッターが外

に左ピッチャーのボールってややシュート気味に行く
はずなんで、踏み込もうとすると内側に来てしまうって
のは、なんかバッターすごく狙いにくくなってしまいま
すよね。

3-4B-3 23 1:39:21～1:39:39 ４Ｂ
西村：あのう、ストライクとボールがちょっとはっきりしだした

んですよね。で、あのう、チェンジアップをゆうゆうと見
逃されたんで、チェンジアップ投げにくい状態のまんま
ストレート勝負行きましたよね。それでカブレラがわか
っていて、ストレート狙い撃ちですよね。

中山：ええ。

4-7A-1 42 3:07:20～3:07:42 ７Ａ
中山：それでも宮本さん。
宮本：はい。
中山：シーズン中はホームランが少なかった中日が今日８点。

３本のホームランで奪ったりと、短期決戦ってのはわ
からないもんですね。点の取り方も。

宮本：あの、特にナゴヤドームってのは、あのー、なかなか球
場も広いんでね。なかなかホームラン出にくいんです
けれども、まあ、神宮だと、まあホームラン出たりしま
すんで。

中山：ああ、なるほど。

5-2A-1 ９ 0:39:39～0:39:57 ２Ａ
松下：ちょっと高めでしたけど、牛島さん、コース的にはいっ

ぱいですかね。
牛島：そうでしょうね。コース的にやっぱりいっぱいだと思いま

す。ツースリーというカウントでね、この西口のような、
えーピッチャーというのは打ちにくいでしょうね。

松下：はい。
牛島：いろんな球種を投げてきますからね。

5-7A-1 34 2:30:29～2:30:50 ７Ａ
松下：まあ、シーズンゲームだったら、普段のゲームだったら

６つはやってるケースがあるわけですよね。
衣笠：そうなんですよね。ほんとにこの試合一つしかないんで

すよね。日本中で。それが疲れるってなかなか理解し
てもらいにくいんですが、そういうところへこの終盤へ
来てからの攻防が難しくなるんでね。

5-8A-1 42 3:04:52～3:05:01 ８Ａ
松下：今のは、（谷繁の）「狙ってもよかったかな」という顔です

か。
衣笠：そういう顔ですね。ただ、このケースはもう、ピッチャー

の方が投げにくいですからね。先日のこともあります
から。

5-9A-1 48 3:30:56～3:31:13 ９Ａ
松下：ですから元々ストレートに力があった。そしてフォーク

ボールも安定してきた、ということでね。
牛島：そうですね。だからまあ、これだけ上背がありますから

ね。ストレートの力があって、上から投げ下ろしてくる、
そのフォークボールに角度がつけばね、やっぱりバッ
ター打ちにくいでしょうね。

5-9B-1 51 3:48:03～3:48:17 ９Ｂ
衣笠：ただこのカブレラって打者はね、ほんとに難しいんです

よ。普通ね、ここをこういうパターンで投げたら取れる
ってのが見えるんですけどね、見にくいバッターです
よね。

6-8B-1 53 3:56:26～3:56:38 ８Ｂ
平松：今日の対戦は、ストレートをヒット２本打たれて、チェン

ジアップをあわやホームランかというような当たりをさ
れてますからね。非常に松坂としては投げにくいと思
いますよ。はい。

7-7B-1 43 3:11:02～3:11:17 ７Ｂ
（６回無失点の石井貴を代えたことについて）
牛島：まあ、普通で行けば、水分さん、やっぱりこれだけ抑え

ているピッチャー（石井）って、相手（中日）がこう、打ち
にくそうにしてるわけですからね。少しでもっていうね、
ええ、イニング行ってほしいって思いあるじゃないです
か。
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づらい

1-5A-1 25 1:51:08～1:51:28 ５Ｂ
角上：塩見さん。
塩見：はい。角上さん。
角上：ドラゴンズサイドです。ドラゴンズのバッター陣、苦しん

でますね。あのう、石嶺バッティングコーチはね、今日
の石井についてね、意図的にね、ボールを散らしてい
るのかどうかわからないんだけど、ほんと、しぼりづら
いという話をしていましたね。

塩見：ええ。
角上：ですから、バッターはあの、普段どおり、シーズン通り、

積極的に行けば、活路は見出せるんじゃないかなとい
う話をしてますが、まだ外野にも飛んでないんですよ
ね。

塩見：そうですね。というＣＢＣの角上アナウンサーからのレ
ポートが入りました。

1-8A-1 47 3:29:20～3:29:35 ８Ａ
小松：（略）このカブレラってね。あんまり穴がね、ないですよ

ね。
久野：落合監督もね、なかなか欠点が見づらいっていうね、そ

んな発言もありました。
小松：ま、しいていえばインサイドの速い球でしょうかね。
久野：はい。

2-2A-1 15 1:06:57～1:07:10
森脇：ただあのう、斎藤さん。こういうね、山本昌みたいな、こ

ういうボールを投げるピッチャーがいるかというと、い
ませんのでね。パシフィックね。

斎藤：そうですね。
森脇：ええ。
斎藤：あのう、やはり、一番打ちづらいと思いますね。
森脇：はい。

2-5A-3 28 2:04:54～2:05:08 ５Ａ
森脇：金村さん、またスタジアムのムードが変わっちゃいまし

たね。
金村：そうですね。西武の攻撃のときは静かに聞こえるんで

すよ。また中日の攻撃のときは本当に聞きづらいんで
すよ。それぐらいね、ものすごい熱気なんですよ。

森脇：はい。

2-6A-1 36 2:40:11～2:40:47 ６Ａ
森脇：少ーし、体が流れましたか。この守備についてもちょっ

と宮本さんに伺ってみましょうか。ちょっと難しいあたり
になりましたかね。

宮本：いや、あのう、まあ、いいボールが行けばですね、先ほ
ども言ったように、まあ、センター方向に少し進んでま
すので、ショートから入ってくる勢いがそのまま出し
（に）、づらくなりますので、いまのスムーズに行っても
ぎりぎりセーフかもしれないですけれども、井端くんと
でこの映像見たらわかると思うんですけども、自分の
力が外に逃げちゃってるんで

森脇：ああ、なるほど。
宮本：もって行かないですね。

森脇：体が開くと…。
宮本：手だけで投げると言う形。まあ、（井端が）ちょっと不服

そうな顔して…。（一同笑い）ここに投げてきてくれたら
いいのに…

3-1B-1 ７ 0:31:48～0:32:03 １Ｂ
中山：栗山さん、バッターから見ますと、このドミンゴというの

もなかなか捉えづらいピッチャーだと思うんですが
…。

栗山：いやほんとにね、なかなかね、日本のピッチャーのな
かでね、こういう、あの感じで投げてくるピッチャーい
ないですよね。（後略）

3-3A-2 13 0:55:31～0:55:45 ３Ａ
東尾：非常にあのう、スライダーかパームのね、同じ軌道で来

ますから、
中山：分かりづらいですよね。
東尾：ええ、ほとんど同じ軌道で来ますから、まあ、見てる人

ってのは黄色のとこってのはフォークの感じでいいん
じゃないですか。

3-3A-5 14 0:58:59～0:59:27 ３Ａ
中山：一回動かして、そのあと、見てきました、仰木さん。
仰木：あ、うん、ヒットエンドランチャンスだったですけれども

ね、えーやっぱり、あ、帆足のコントロールがですね、
先頭打者、今のショートエラーとですね、えー、ワンス
リー、ツースリーですからね、ちょっとやっぱりコントロ
ールが不安になって来つつある、まあ、そういうやっ
ぱりウェイティングでしょうね、ウェイティングというか
ね、かけづらかったんでしょうね。ヒットの…。

中山：ええ。

3-3A-6 14 1:01:23～1:01:38 ３Ａ
東尾：それと、ほんとのこう、ランナーいないときのセットポジ

ション投げるんですけど、ランナーいるときに若干、誰
でも力みますよね。でもやはりボールが散らばるけど、
まあ、フォアボールを出さないというか、出しづらくなっ
て来ましたよね。

中山：はい。
東尾：そういうところが、一番いいところですよね。

3-4B-1 19 1:23:51～1:24:07 ４Ｂ
中山：ランナーを出してセットになって、１球、２球のドミンゴを

見ますと、ボールが高めに来ている。
東尾：ええ。
中山：このあたりも踏まえて、バントをするのかどうかというの

を赤田が見極められるかどうかですよね。
東尾：普通はバントしますけど、こう高めに来るとバッターもし

づらいし、
中山：はい。
東尾：非常に厄介ですよね。

3-7B-1 51 3:45:17～3:45:56
中山：仰木さん。落合監督の今の心境を語ってください。
仰木：そうですねえ。まあ、岡本にすべて託したと、いう形に

なったわけですけれども、やっぱり、一度ならず二度、
代えたいなあという気持ちはあったと思いますね。
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中山：ええ。
仰木：左の、ピッチャーがマウンドに行きかけ、（はい）平井が

マウンドに行きかけ、二度ですからね。ええ、ええ。ま
あ、それとですね。もっと先を言うなら、ほんとに力尽
きたという形ですけど、これで明日、あさってと、岡本
ちょっと投げづらくなりましたからね。

中山：まだまだゲームはねえ、

3-8A-1 55 4:03:47～4:04:13 ８Ａ
中山：ここは栗山さん、ランナーがなくなって、２番の井端とい

うケース。井端の頭の中には小野寺に対してどのよう
に向かって行こうということになるんですか。

栗山：あのう、基本的には」本当にフォーク切れるんでね、早
めのカウントでまっすぐをきちっと打って、ということは
あとボール球を振らないということなんですが、西武と
するとね、やっぱりあのう、（中日の）岡本で逆につか
いづらくなったように、このね、小野寺だけは、ピシャッ
と行ってほしいというね、ものすごく願っていると思い
ますよ。

4-4B-2 29 2:07:08～2:07:30 ４Ｂ
中山：それと今、まあ久しぶりにけん制球を送りましたが、山

井は立ち上がりランナーを、まあ守備のミスから出し
たランナーを自分のけん制で、上手さというところで刺
すというシーンもありました。

大塚：中山さん、そこがですね、今ライオンズのね、ファースト
ベースに来るランナーがね、一歩目のスタートが非常
に切りづらい状態になってますね。

中山：ああ、そうですか。

4-5A-1 32 2:22:18～2:22:33 ５Ａ
村田：でも、このまっすぐ二つを見ると谷繁くんは、変化球を

待ってるような気がしますね。
中山：まったくストレートには反応しませんでしたか。
村田：はい。
中山：そうしたらこれ、変化球は投げづらいんですか。
村田：あ、ここからもう一球まっすぐ来ますね。
中山：まっすぐ。
村田：はい。

4-7B-1 46 3:22:37～3:23:00
中山：東尾さん。
東尾：はい。
中山：先発の山井は降りましたけど、両ピッチャーも先発はい

ませんが、継投を考えていった中で、まあ、点差はあ
りますけども、４つ勝つ中で、継投いかに中継ぎピッチ
ャーを日本シリーズで使いづらくするかというのも大事
になってきますから、西武としてはこの落合に対してど
ういう攻めをするか大事になってきますよね。

4-7B-2 46 3:23:15～3:23:23
中山：西武が逆にこう、出てくるピッチャー出てくるピッチャー

が、なかなか東尾監督がベンチにいて日本シリーズ
臨んでいるにしても、使いづらくなりますかね、この後
ねー。

5-1A-1 ６ 0:25:48～0:26:00 １Ａ
松下：しかも牛島さん、カウントがワンスリーになりましたね。
牛島：そうですねえ。まあ、１エンド２で、速い球行きづらいケ

ースでね、チェンジアップ行ったんですけど、そこを狙
ってきましてね、中日の方が。

5-4A-1 19 1:21:40～1:21:49 ４Ａ
衣笠：あまりスライダー系のボールは得意ではないんですよ

ね。
松下：したがって、ここは、アレックスも、スタートは切りづらい

ですかね。
衣笠：と思いますけどね。

5-8B-1・5-8B-2 46 3:16:31～3:16:51 ８Ｂ
松下：さすがに、牛島さん、ここは変化球は投げづらいですか

ね。
牛島：うん、まあそうですね。でもね、あのう、ボールスリーか

ら始まったやつですからね。考え方によったら、よしこ
れでまっすぐまっすぐで行けばっていう思いはあるん
ですけど、ただ、遅れてファールしてますから。変化球
投げづらいですよね。

6-2A-1 12 0:52:36～0:52:50 ２Ａ
斎藤：ピッチャーにはよく投げづらいというが、ちょっと松坂に

対しては、「バッター松坂」を警戒か。
平松：そらあ、芯でとらえたら、あのう、ホームランありますか

らね。（はい）そのくらいの鋭い振りをしていますから。

6-6B-2 41 2:59:19～2:59:28 ６Ｂ
平松：まだこれ、松坂にとって、ここはもう、敵地ですから。こ

の声援ってのはものすごく投げづらいんですよ。
斎藤：なるほど。
平松：はい。

7-3A-1 19 1:24:33～1:24:39 ３Ａ
（ドラゴンズ山井について）
彦野：やっぱりずいぶん、あのう、スピード差もありますし、落

差もありますからね、打ちづらいですよね。
水分：ええ。

がたい

3-9B-2 62 4:34:37～4:35:07 ９Ｂ
古舘：栗さん。栗さん今、画面にポーンと映りましたけど、栗さ

んこれでね、３戦を制したものが日本一というきのうの
報道ステーションの読みからして、どうでしょう、あした
以降。

栗山：まあその、一度言ったんで、それを信じていきたいんで
すが、ただ今日の試合どおりに、ほんとに何が起こる
かわからないですよね。中日投手陣が７回に２点リー
ドしていて、それを逃げ切れないというのは、想像しが
たかったんで、ほんとにこの先何が起こるかわからな
い戦いになると思いますけど、今日の勝利はものすご
く大きいと思います。
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やすい

1-8A-2 47 3:29:53～3:30:07 ８Ａ
（カブレラの打撃フォームについて）
田淵：ま、さきほども言ってんだけど、イチロー君がね、やっ

ぱり、あれだけ打つっていうのは、この、同じようなね、
バットの構えをしてんですよね。出やすいという。

久野：ええ。さあ、強い当たり。三遊間を抜けていきました。レ
フト前のヒット。

2-7B-2 42 3:03:24～3:03:50 ７Ｂ
森脇：このコンパクトさ。ひとつ、どうなんでしょうね谷沢さん。
谷沢：アノー今ね。この、バッテリーがね、味のあるね、投球

を５回６回と見せてきてるんですよ。むしろその味のあ
る投球・配球がね、中日にとってはチャンスなんです
よ。

森脇：ほおー、はい。
谷沢：読みやすいようなね、形になってきてますからね。は

い。
森脇：なるほど、はい。
谷沢：付け入る隙はこのへんありますよ。

3-3A-4 14 0:58:02～0:58:29 ３Ａ
中山：やはり仰木さん。チャンスをくれた限りはそこについて

いかなければいけない。それも流れとしては大事にな
ってくるでしょうね。

仰木：いやいや、もうね、え～ほんとに、じりょくってのは、地
力ってのはね、なかなかそのう、ヒットがつながる、ホ
ームランが出る、うー、ゲームの中では出てきますけ
ど、やっぱりこう、ラッキーなね、走者、相手のミスって
のはね、絶対つかなきゃもう、損といいますか、えー、
結びつきやすいですね。点にね。

中山：ええ。

3-3B-1 16 1:08:00～1:08:08 ３Ｂ
東尾：あのードミンゴのこのマウンド初めてと思うんだけど、
中山：はい。
東尾：気持ちよく投げやすそうに投げてるんですよね。
中山：ええ。

3-3B-2 3-3B-3 16 1:08:20～1:08:45 ３Ｂ
東尾：なんかこう、見てる限りはね、まあ、比較的あのー、西

武球場のね、マウンドは投げやすいんですよ。
中山：あ、そうなんですか。ピッチャーから考えると。
東尾：非常にあのーねー、ね、特に低目への、コントロールし

やすい、だいだい、こう、そういう評判なんですよね。
だから非常に僕はその意味でも、非常にこう、気持ち
よくスイスイ投げてるんですよね。

中山：ええ。

3-3B-3 16 1:09:09～1:09:23 ３Ｂ
東尾：ドミンゴはこれだけ、ストレートが低めにコントロールさ

れているってのは、
中山：印象ないですか。
東尾：去年の横浜のときはね、何回か見てるんですけど、こ

んなに低めにコントロールされているのは、投げやす
いのかなって気もするんですよね。マウンドが。

3-4B-2 22 1:38:17～1:38:24 ４Ｂ
東尾：なんかこう、やはり、この回になって、捕まえられやす

い状況ってのが出てきましたよね。
中山：ええ。

3-5A-1 25 1:48:15～1:48:38 ５Ａ
栗山：ただあのう、プレーオフからずっと
中山：デットボールです。
栗山：ね、デットボール出しましたけど、点を取られたあとの

回とか、それからピッチャーが変わったときって、必ず
先頭を出しやすいパターンがあったのが、ただ、すご
く帆足がね、あのう、気をつけすぎずにね、なんていう
んですかね、東尾さん、非常に上手く、この回ワンアウ
ト取りましたよね。

3-5B-1 27 2:02:20～2:02:35 ５Ｂ
仰木：ですから、まあ、そういう意味では非常に、えー、４点と

いうのは伊東監督にとっては大きい、やりやすい、考
えると選択肢がたくさん出てきたと思うんですよね。

3-5B-2 28 2:03:09～2:03:36 ５Ｂ
中山：これ、１年間の間に仰木さん、監督が何もしてないで勝

てる試合って、何試合ぐらいあるんですか。
仰木：いやあ、そんなにね、その、何試合ということはできな

いと思うんですけどね、やっぱりいろんな意味で、そう
いうその、選手がいかにやりやすく、まあ、どんどん、
行ってくれるか、まあ、舞台づくりというか、

中山：ええ、ええ、ええ。
仰木：まあ、それまではねえ、難しいですけどね。

3-6A-1 30 2:13:41～2:13:52 ６Ａ
中山：ですから脇を固める、逆にいえば、本来であれば粘り

強い選手の方が帆足は抑えやすくて、こういう長打力
のある選手の方が、帆足は怖い。

3-6A-2 34 2:30:31～2:30:42 ６Ａ
仰木：そうですねえ。あー、どちらも、やっぱりこう、追える範

囲のね、追いやすい失点をどう防ぐかですね。これか
らはね。

中山：はい。

3-7A-1 40 2:58:39～2:58:49 ７Ａ
中山：初球に決められてしまいましたしね。
東尾：やっぱりこういうとき、イケイケッと逆転でいっぺんに５

点取ったらね、そらイケイケっていう監督のサインはな
んでも動かしやすいんですよ。

中山：ええ、ええ、ええ。

3-7A-2 43 3:08:26～3:08:49 ７Ａ
東尾：まあ、だからあのう大沼とすれば、さっきの頭脳差を使

って、このアレックスってのは積極的にこう振ってくる
バッターですから、低めに変化球さえほうっておけば
ね、振ってくれる可能性ありますから。

中山：はい。
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東尾：意外とストライクゾーン広いから投げやすいんですよ。
中山：あ、そう思えばいいんですね。
東尾：今度の場合はインサイド使いやすいし、カウント有利に

なれば、インサイド使いやすいですよ。

4-1A-1 ７ 0:29:17～0:29:30 １Ａ
東尾：あのう、まあ、サードにランナーやりたくないってのは、

インサイド高め行ってるけど、インサイド高めってのは、
（バントが）ややしやすいんですよね。

中山：そうなんですか。

4-1A-2 ７ 0:29:46～0:29:54 １Ａ
中山：ただ、そのボールではなく、インサイド高めのボール、

井端にとっては細工のしやすいボールでバッテリーは
攻めてきています。次が９球目。

4-3A-2 20 1:27:18～1:27:48 ３Ａ
中山：宮本さん、この井端の倒れ方というのは、どう見ました

か。
宮本：これは、右に意識したのではなくてですね、今ほんとに

インハイにいいボール来ましたので、あわてて手出さ
なくてよかったなあ、という気はします。

中山：んー。
宮本：はい。
中山：あわてずに１球見ても、ワンツーというところでしたもの

ね。
宮本：はい。そっからエンドラン、そこも見え見えになってしま

うんですけれども、あのう、まあ、監督が動きやすいと
いいますか、動けるカウントにはなりますけど、はい。

4-4B-1 29 2:06:45～2:07:01 ４Ｂ
中山：２アウトツースリーは１塁ランナー自動スタートになりま

すけれど、１アウトツースリーでもスタート切らせまし
たね。栗山さん。

栗山：そうですねえ。あのう、ゲッツーがいやなんだと思いま
すけど、またあのう、ランナースターと切らせますと、
バッターってボール気味に手を出しやすくなるし、この
辺が難しいですね。

中山：今、見逃せばっていうところもありました。

5-1A-2 ６ 0:26:11～0:26:30 １Ａ
松下：さきほど衣笠さんから内殿筋の話がありましたが、牛島

さん、この内殿筋というのは厄介なもので、調子がい
いときに、ピリッて来るらしいですね。

牛島：ああ、まあ、体がしっかり使えて、体重移動して、粘るじ
ゃないですか。そういうときにピッチャー調子がいいで
すから、まあ、そういうときに痛めやすい箇所ではあり
ますね。

5-6B-1 29 2:07:02～2:07:14 ６Ｂ
松下：どちらかというと、この中島は、衣笠さん、ローボール

が好きだと思いますけどね。
衣笠：そうですね。パッと高いところへ構えてますから、高目

よりは低めの方が出やすいですよね、バットが。

5-7A-2 38 2:47:33～2:47:40 ７Ａ

牛島：まあ、でもランナーいませんからね、まだね。ホームラ
ン打たれてもまだ１点だっていう部分では、攻めやす
いのは間違いないですね。

6-1A-1 ９ 0:36:32～0:36:51 １Ａ
平松：それと、平尾はね、あまりやってないんでね、対戦して

ないんで、（ええ）その、いわゆるまあ、長所なんかわ
かりませんが、（ええ）次の中島がねえ、この前の対戦
で２三振取ってるんですよ。ひょっとしたらやりやすく
て、（平尾を）歩かせてもいいやって考えがあるかもわ
かりませんね。

斎藤：なるほど。

6-７A-1 44 3:15:27～3:15:51 ７Ａ
斎藤：さあ、クリーンナップの前に、得点圏のランナー、西武と

しては、大矢さん、非常にいい形で、１、２番がチャン
スを作り上げました。

大矢：そうですね。この形のチャンスがね、一番得点につなが
りやすいですよね。ここがバスターやらずに、あのもう
きちんとした形で、クリーンナップにまわす方が、得点
できると思うんですよ。

6-9B-1 59 4:21:45～4:22:03 ９Ｂ
斎藤：フォークボール。今のはウイニングショットであったフォ

ークを、平松さん、
平松：今のボールはね、ストライクからストライクに入ります

から、
斎藤：あー、ちょっと甘かったということですか。
平松：ええ、そういうことでは、バッターはね、対処しやすいで

すけどもね。まあ、この土壇場でね、よく打ちました
よ。

斎藤：そういうことですね。


